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1研 究の 目的 と方法
武器は,社 会的 ・政治的状況の変化とともに,改 良され進化することもあれば,等 閑に付
されて,退 化することもある。また,逆 に武器の改良が社会の変化に決定的な影響を与える
こともある。
このような認識は,歴 史学 ・考古学 ・民族学をは じめとする社会科学諸分野において広 く




別 としても,特 定の武器の微妙な変化(例 えばヤジリの形態 ・重量変化)が 具体的にどの程
度の武力向上を意味し,そ れがどのような社会的インパクトを与えたかというような問題は,
特に精密 な基礎研究を経て議論する必要があるであろう。
本研究はこの点に思いをいたし,工 学研究者 と社会科学研究者の共同作業により,さ まざ
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3研 究の経過
1998年 度に日文研共同研究 「武器の進化 ・退化の社会科学的 ・工学的研究(考 古 ・歴史編)」
準備会がスター トし,共 同研究を開始した。そ して1999・2000年 度には 「武器の進化 ・退化
の社会科学的 ・工学的研究(考 古 ・歴史編)」 を実施し,計10回 の研究会を実施した。
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また2000年 度には,リ ーダーシップ支援経費(国 際日本文化研究センター所長:河 合隼雄)








































赤澤 威 ・野口淳 「旧石器 ・縄文時代の飛び道具展示案」
松木武彦 「弥生 ・古墳時代の武器展示案」
宇野隆夫 「古代 ・中世の武器展示案」
松本岩雄 「弩の展示案」
野林厚志 「海外の武器展示案」
中島尚正 「工学実験の展示案」
総合討論 「研究成果の展示について」
第2回 研究会(7月26日)
石井紫郎 「研究経過の報告」
深澤芳樹 厂弥生武器の復元」
総合討論 「展示へ向けての最終討議」
第3回 研究会(10月27・28日)
石井紫郎 「展示の実験 と意見交換」
山本博一 「弓材 としての木について」
林 良博:「防具素材としての獣皮について」
総合討論 「工学実験:計画について」
展示解説
第4回 研究会(1月27日)
宇野隆夫 「研究経過の報告」
中島尚正 ・笠原智治 「復元弓矢の威力実験:(1)」
細谷 聡 「射手の筋活動からみた復元弓の特徴(1)」
山田奨治 「古流弓術の世界」
総合討論 「共同研究まとめへ向けての打ち合わせ」
第5回 研究会(3月7日)
宇野隆夫 「研究経過の報告」
山田奨治 「復元弓矢の弦音の分析」
笠原智治 「復元弓矢の工学実験の成果」
総合討論 「共同研究の総括 と報告書作成の打ち合わせ」
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2001年 度
第1回 報告書取 りまとめ会(9月29日)
総合討論 「共同研究成果報告書作成の打ち合わせ」
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